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高校生の
『キャリア成熟』

を促すことの大切さが
共同研究から見えてきた

総 括



これまでの日本の入試接続が
こだわってきたこと

『知的成熟』の視点

↓

５教科学力のなかの達成度

（教科学力の多様性を認めてきた）



これまでの日本の入試接続に
欠けていたこと

『キャリア成熟』の視点

↓

「自己を知る力」

「学び方を知る力」

「プランニングを行なう力」

のキャリア形成力



追大アサーティブが
教育接続となり得たのは二つの強み

１）『キャリア成熟』に面談法と面談力が機能した

面談力とは：キャリア形成・開発の視点から、アサーティ
ブ志望者がこれまでをバックキャスト（再帰的にこれまで
を想起し経験の意味を見直す、振返りによってこれまでを
想起し経験の連続性を捉え直す）して、自己の現状を俯瞰
しその先を展望する機会を与える方法として捉えることが
できる。

２）『知的成熟』を教科フリーの基礎学力テスト（マナボ
ス）として公開し、習熟の程度を公平に評価した

マナボス＝言語テスト・非言語テスト・問答式テスト（追
大バカロレア）



課題：
追大アサーティブが

高大接続のモデルとして普及するには

１）『キャリア成熟』の概念を高大の教

育プログラムに取り入れる発信をする

２） 『キャリア成熟』を促し可視化する

方法の知を実践知として伝えていく

３）『知的成熟』のテスト問題の妥当性

・信頼性を明確にし、達成水準のベンチ

マークを明確にする
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